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はじめに

Microsoft	Surface	Pro	4の左側スピーカーを取り出して、交換するための修理ガイドです。

強化されていないデリケートなディスプレイパネルを破損する可能性があります。	充分な熱を加
え、細心の注意を払って接着剤を切開してください。また、ガラスが飛散することがあるため、
必ず保護メガネを着用してください。

再組み立て時に放熱グリスを再塗布すると、Surfaceの性能が向上する場合があります。その場
合、放熱グリスと、高濃度のイソプロピルアルコールまたは放熱グリス専用のクリーナーを用意
してください。

ツール:

iOpener	(1)
iFixit開口用ピック(6枚セット)	(1)
スパッジャー	(1)
ピンセット	(1)
T5トルクスドライバー	(1)
T3	トルクスネジ用ドライバー	(1)
#000	プラスドライバー	(1)

部品:

Surface	Pro	4	Left	Speaker	(1)
Surface	Pro	4	接着ストリップ	(1)

https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/t5-torx-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/t3-torx-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/surface-pro-4-left-speaker
https://www.ifixit.com/products/surface-pro-4-adhesive-strips


手順	1	—	スクリーン上にテープを貼ります

スクリーンのガラスが破損している場合は、ダメージが広がって、作業中怪我をしないよう
に、表面に保護テープを貼ります。

Surfaceのスクリーン上に透明な梱包テープを貼ります。完全に表面を覆ってください。
この作業により、スクリーンのガラスが飛散することなく、構造を保ったままこじ開けて取
り外しが可能になります。

修理ガイドのインストラクションに沿ってベストを尽くしてください。ただし、一度ヒビが
入ってしまったガラスは、作業をしている間にも割れ続ける可能性が高いため、メタル製の
開口ツールでガラスをすくい出す必要があるかもしれません。

目を保護するために保護メガネを着用し、液晶ディスプレイを傷つけないように注意してく
ださい。



手順	2	—	スクリーンの右端を温めます

iOpenerを温めて、Surfaceスク
リーンの右端に2分間当てます。
タブレットを十分に温めるため
には、何度かiOpenerを温め直
して貼り直す必要があるかもし
れません。iOpenerの指示に
従って、オーバーヒートを避け
てください。

また、ヘアドライヤー、ヒートガ
ン、ホットプレートなどを使って
Surfaceを加熱することもできま
す。

Surfaceのオーバーヒートには
ご注意ください。スクリーンと
内蔵バッテリーは熱によるダ
メージを受けやすいためです。

スクリーンの表面にテープを装
着している場合は、ホットプ
レートは使用しないでくださ
い。



手順	3	—	接着剤使用のレイアウト図

接着剤が使用されているレイアウ
ト図を確認してから、次の作業に
進んでください。

この部分は接着剤のみで、切
開’しても問題ありません。

ディスプレイボードとフレック
スケーブルが端に近い位置に装
着されています。そのため開口
ピックは3mm以上差し込まな
いでください。

デリケートなアンテナケーブル
がスクリーンのこの位置に搭載
されています。手順13のインス
トラクションを慎重に参照しな
がら作業を進めて、ダメージを
与えないようにご注意くださ
い。この位置の接着剤は厚みが
あります。



手順	4	—	開口ピックをスピーカーの開口部に差し込みます

スクリーン右上のスピーカー開口部に開口ピックを差し込んでください。それからガラスと
スピーカーグリルの間にピックをスライドさせます。

開口ピックを12mm以上差し込まないでください。それ以上差し込むと、LCDを破損してし
まうことがあります。

手順	5

ピックをSurfaceの下部に向けて回転させ、スピーカーの切り欠きの下端の下にスライドさせ
ます。



手順	6	—	スクリーン全体の接着剤を切開します

ピックをSurfaceの右端にスライドさせて、スクリーンの下の接着剤を切開します。

作業中、開口ピックをスライド中に大きな抵抗を感じたら、すぐに作業を中断して、作業中
のエリアを再度温めてください。開口ピックに力を入れすぎると、ガラスに亀裂が入ってし
まうことがあります。

この開口ピックをデバイス右端に残しておきます。接着剤の再装着を防ぐことができます。



手順	7

iOpenerを再度温めて、Surface
スクリーンの下端に2分間当てま
す。

また、ヘアドライヤー、ヒートガ
ン、ホットプレートなどを使って
Surfaceを加熱することもできま
す。

スクリーンや内蔵バッテリーは
熱で損傷しやすいので、
Surfaceを加熱しすぎないよう
に注意してください。

スクリーンにテープが貼られて
いる場合は、ホットプレートを
使用しないでください。

手順	8

新しい開口ピックをデバイス右下に挿入し、コーナーを中心に下側に向けてスライドさせま
す。

開口ピックは、右下コーナーを中心に6mm以上深く挿入しないでください。ピックを入れ
すぎると、液晶ディスプレイが破損する恐れがあります。

ピックをSurface下端に沿ってスライドさせ、スクリーンの接着剤を切り取ります。
開口ピックを下部端に沿ってスライドしますが、12mm以上深く挿入しないでください。

この開口ピックを下端に残しておくと、接着剤が再度装着するのを防ぐことができます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	9

iOpenerを再加熱して、Surface
スクリーンの左側端に2分間当て
ます。

タブレットを十分に温めるに
は、何度かiOpenerを温め直す
必要があるかもしれません。
iOpenerの指示に従って、加熱
しすぎないようにご注意くださ
い。

また、ヘアドライヤー、ヒートガ
ン、ホットプレートなどを使って
Surfaceを加熱することもできま
す。

スクリーンや内蔵バッテリーは
熱で損傷しやすいので、
Surfaceを加熱しすぎないよう
に注意してください。

スクリーン上にテープが貼られ
ている場合は、ホットプレート
を使用しないでください。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	10

新しい開口ピックをデバイスの左下側に挿入し、左端に向かってスライドします。

左下側コーナーから内側にむけて65mmの下部を切開する際はご注意ください。このエリア
に開口ピックを3mm以上挿入しないでください。ベゼルのこの付近には、ディスプレイ
ケーブルが搭載されており、損傷しやすいので注意してください。

ディスプレイケーブルエリアを過ぎたら、再び開口ピックを12m程度まで挿入できます。

開口ピックをSurface左端に沿ってスライドさせ、スクリーンの接着剤を切開します。

このピックを左端に残しておくと、接着剤の再装着を防ぐことができます。



手順	11

iOpenerを再度温めて、Surface
スクリーン上端に2分間当てま
す。

この端に沿って接着剤が最も厚
くなっているので、タブレット
の接着剤を十分に温めるには、
複数回に渡ってiOpenerを再加
熱する必要があるかもしれませ
ん。iOpenerの指示に従って、
過熱しないようにしてくださ
い。

また、ヘアドライヤー、ヒートガ
ン、ホットプレートなどを使って
Surfaceを加熱することもできま
す。

スクリーンや内蔵バッテリーは
熱で損傷しやすいので、
Surfaceを加熱しすぎないよう
に注意してください。

スクリーンにテープが貼られて
いる場合は、ホットプレートを
使用しないでください。



手順	12

開口ピックで左側コーナーをスライドしてから、Surfaceの上端に沿ってスライドさせます。
ピックが左端から70cm離れたところで止めます。

ケース上端の反対側の15cmは、ケースとスクリーンベゼルの間にある左右のアンテナで覆わ
れています。次の手順では、アンテナを傷つけないように注意してください。

手順	13

デリケートなアンテナケーブルは、スクリーン上端の下に搭載されています。破損しないよ
うに注意して作業を行ってください。

新たに開口ピックの先を、先ほど作業を止めたスクリーンの下に差し込みます。ベゼルの端
深く挿入しないでください。

慎重にピックを右にスライドしながら、ピックの長辺側をベゼル下のスクリーンを固定して
いる接着剤を切開しながら押し付けて移動します。Surfaceの上端に沿ってピックをスライド
させないでください。

この動作を繰り返します。ピックの先端を先ほどカットした場所に挿入し、Surfaceの上端に
沿って右に転がし、ピックがSurfaceの右端から64mmのところまで移動します。



手順	14

アンテナ上の接着剤を切開したら(左端から22cmの位置)、ピックをSurface上端に沿って残
りの部分をスライドさせ、右上コーナー周辺もスライドして残りの接着剤を切開します。

手順	15	—	Surfaceを開きます

ゆっくりと慎重に、スクリーンアセンブリをSurfaceケースから持ち上げます。抵抗感を感じ
たら作業を留めて、接着剤が全て切開してあるか確認してください。

まだスクリーンを外さないでください。マザーボードに2本のケーブルが繋がった状態で
す。

開口ピックを使って、残りの接着剤を全て切開します。



手順	16

スクリーンアセンブリの上部を持ち上げてケースから離し、スクリーンの下部をマザーボー
ドのディスプレイコネクタに近づけます。

コネクタが上向きになるように、スクリーンをケース上に慎重に載せます。ディスプレイの
ケーブルに折り目がつかないように注意してください。

手順	17	—	EMIシールドを外す際のヒント

この手順は、修理作業中、EMIシールドを外す外すために必要です。
アングル付きピンセットの先端の片側を使って、"歯	"の間の隙間からEMIシールドをかき出
します。

シールド周辺の違うポイントでもこの手順を繰り返して、シールドを外してください。

再組み立ての際は、このシールドを変形させないようにご注意ください。

再組み立ての際には、変形しないように位置合わせをして、”歯”がマザーボード上の淵に
合っていることを確認して、EMIシールド全体を押してください。
すべての”歯”がメタルの淵にぴったりとはまり、EMIシールドの下で曲がっていないことを
確認してください。



手順	18	—	スクリーンの接続を外します

ピンセットを使って、ディスプレイケーブルコネクタを覆っている2つのEMIシールドを取り
出します。

手順	19

スパッジャーの平面側先端を使って、ディスプレイケーブルの接続をマザーボードから外し
ます。



手順	20	—	スクリーンを外します

Surfaceからスクリーンを外しま
す。

再組み立ての際は、このガイドを
参照して、スクリーンの接着剤を
交換してください。

手順	21	—	アンテナサポートブラケットを取り出します

T5トルクスドライバーを使っ
て、アンテナサポートブラケット
を固定している4.5mmネジを4本
外します。

https://jp.ifixit.com/Guide/Microsoft+Surface+Pro+4+%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%B3%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/145715


手順	22

アンテナサポートブラケットを慎重に外します。

ケーブルを引っ掛けたりしないようにご注意ください。ブラケットが動かない場合は無理に
引き抜かないでください。

手順	23	—	CPUシールドを外します

ピンセットの片側をヒートシンクを覆っているEMIシールドのコーナーにある隙間に差し込
みます。

ピンセットを使って、EMIシールドをできるだけ曲げないように注意しながらマザーボード
から外します。ここでは、まだ取り出さないでください。

作業中、ピンセットでバッテリーに穴を開けないようにご注意ください。



手順	24

ヒートシンクを覆っているEMIシールドの周辺全体に、前と同じ作業を繰り返します。

CPUシールドを外します。

手順	25	—	ヒートシンクのネジを外します

T3トルクスドライバーを使っ
て、ヒートシンクから2本のネジ
を外します。

バッテリーを覆っている長方形プ
レート上部に沿って2.4mmネ
ジー1本
このブラケットをなくさないよ
うにして下さい。ヒートシンク
から外れてしまうことがありま
す。

バッテリーを覆っている長方形プ
レートの下部に沿って2.2mmネ
ジ−1本



手順	26

ヒートシンクはファンに接着剤で
固定されています。

プラスドライバーを使って、ファ
ンを固定している2.4mmネジを3
本外します。

T5トルクスドライバーを使っ
て、ファンカバーに固定された
4.4mmネジを1本外します。

手順	27

T5トルクスドライバーを使っ
て、CPU周辺のヒートシンク上に
留められたネジを以下の順番で1
回転ずつ、外れるまで回します。

1番目のネジ

2番目のネジ

3番目のネジ

4番目のネジ

再組み立ての際、このネジを装着
するときに同じ順番に従って、1
回転ずつ締めていきます。



手順	28	—	ヒートシンクを外します

スパッジャーの平面側先端を使って、CPUからヒートシンクをゆっくりとこじ開けて外しま
す。

取り外しの際に、ヒートシンクのパイプを変形させたり、折り目をつけないようにご注意く
ださい。

手順	29

スパッジャーの先端をファンシールドのネジ穴に差し込みファンから持ち上げて外します。

ファンシールドは接着剤で軽く固定されています。

取り出しの際に、ヒートシンクパイプを変形させたり、折り曲げないようご注意ください。



手順	30

ゆっくりとヒートシンクを外しま
す。

再組み立ての際は、ヒートシンク
とCPUを綺麗にクリーニングして
から新しい放熱グリスを塗布して
ください。

手順	31	—	左側スピーカーを外します

スピーカーワイヤとマザーボードの間にスパジャーの平面側を滑り込ませ、コネクタに当た
るところで止めます。

スピーカーワイヤのコネクタを慎重に真上にこじ開けて、マザーボードから外します。

スピーカーのワイヤはデリケートなので、慎重に作業を進めてください。

再組み立ての際には、新しいスピーカーワイヤのハーネスをマザーボード上のコネクタ上に
載せて、指でまっすぐに押して再接続してください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E6%94%BE%E7%86%B1%E3%82%B0%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%A1%97%E5%B8%83%E6%96%B9%E6%B3%95/744


手順	32

スパッジャーの平面側先端を使って、マザーボードの左上コーナーにあるZIFコネクタのプラ
スチックロッキングフラップを跳ね上げます。

ヒンジ状のフラップをこじ開けてください。コネクタ自体には接触しないでください

スパッジャーの先端を使って、ケーブルを引き抜きます。

手順	33

T5トルクスドライバーを使っ
て、左側スピーカーを固定してい
る3.3mmネジを外します。



デバイスを再組み立てする際は、これらの手順を逆の順番に従って作業を進めてください。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理がうまく進みませんか？ベーシックな	トラブルシューティングを試みるか、アンサーコミュ
ニティに尋ねてみましょう。

手順	34

左側のスピーカーの細長い部分をつかみ、スライドさせてシャーシから取り出します。

左側スピーカーを外します。

手順	35

音量と電源ボタンはこれで外れたので、落下することがあります。紛失しないようにご注意
ください。

再組み立ての際は、音量ボタンが逆に取り付けられていないか注意してください。抜け落ち
てしまって筐体に収まらない場合は、裏返してもう一度試してみてください。

file:///Wiki/E-Waste
file:///Wiki/Troubleshooting_Problems_After_a_Repair
https://www.ifixit.com/Answers/Device/Microsoft%20Surface%20Pro%204

